
                   

 坂本七福会主催 「日帰り旅行のご案内」 

箱根あじさい電車と老舗の富士屋ホテルで洋食ランチと絶景の空中散歩！ 

    日程 平成 27年 6月 28日（日） 
     費用 お一人様 6000点（七福券に限る） 

     受付 平成 27年 5月 11日より開始 

     募集人員  40名様 

     お申し込みは 下記の七福会加盟店にて承ります。 

 

1丁目  相原精肉店  野木魚店            2丁目  岡田酒店 

3丁目  ビューティサロンヒロミ   主婦の友大塚  八百虎    菓子工房モリ 

        中村酒店                       4丁目  お肌の相談室とね 

5丁目  TK美容院 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 
発行者：坂本連合町内会  

２０１5 年  ４月号 

月号 

 

**同好会等の活動紹介とメンバー募集などにもこの欄をご利用下さい。（無料です） 商業広告の記載も承ります  

5㎝*20㎝ 1000円 （求人広告は無料です） 

ご意見・広告・寄稿は（ｆａｘ）８２７－８０８６（メール）csc_taka@yahoo.co.jp  

お問合せ８２３－４１８１ 編集責任者 斉藤隆親（連合町内会総務担当）  

ママさんバレーボール（チェリーズ）部員募集！ 
桜小学校区にお住まいで、既婚の女性 

学生時代の経験者も、そうでない方も、もちろんOK ！ 
一緒に活動してみませんか ！？ 

練習日  火曜 18：30～21：00 桜小学校 

     金曜 19：00～21：00 坂本中学校 

         連絡先  飯田美香 TEL 046-824-7996 
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  「いよいよ始まる-地域運営協議会」 
 

この地域運営協議会は現在の町内会・連合町内会、港南地区社会福祉協議会、 

商友会、小中の学校・PTA、まちづくり協議会、などの個々の団体活動関係者が 

一同に会して地域全体の課題などを有機的に連携して行政とも緊密に協働して 

施策の立案や対策を実行していこうという主旨のものです。   

      設立準備会の活動を経て、この度、来月 26日に発足総会が開催される運びと 

なりました。地域活動の新しい方向として、地域の総合的な活性化に結びついて 

更なる発展が期待されております。 

 

                                            坂本連合町内会 

 

 ◇   この町に住んで良かった「坂本」！    ◇ 
                 これからも安全・安心・生きがいのある町であり続けましょう！ 

 

     【 防犯心得 】 

１．犯罪は年々減少 振込み詐欺は増加（手口はいろいろ、変わってきています）  

振込型 ⇒ 手渡し（お金を取りに来る）⇒最近は、遠くへ届けさせる型 

            振込み詐欺の被害に遭わない３カ条 

           （１）あわてない（動転しない） 

           （２）本人に確認する 

           （３）すぐにお金を振込んだり、手渡さない 

              日頃からの家族・近所の絆（コミュニケーション）が何より大事 

２．防犯環境つくり 

           （１）近づき難い、逃げ難い環境にする 

             （明るい、見える場所は、犯罪が、１／2 と言われています） 

           （２）空地、空家から侵入しにくくする 

           （３）手間や負担が増える（二重の鍵など）と犯罪が起こり難い 

          小さな犯罪の成功が、次々に大きな犯罪を誘発させます。気が漫ろになりがちなお花見の 

季節です。犯罪を防ぎ、遠ざけ、安全・安心な坂本町にしましょう！            

  （連合町内会 防犯部会） 

                  「クリーンよこすか坂本地区市民の会」   

             クリーン活動啓蒙標語パネルをリニューアルし、 

坂本公園の見やすい位置に移設しました  

「坂本歌おう会」練習時間変更のお知らせ 

練習日 現在毎月第２水曜日から 4月より毎月第１水曜日へ変更になります。（早番 9：30から 遅番 10：45から 各 1時間） 

１ 愛唱名歌集を使っています（懐かしい日本の名歌、歌謡曲、童謡唱歌、民謡、外国曲など312曲の中から 毎月数曲） 

 ２ 現在話題になっている曲 例・テレビドラママッサンの主題歌（麦の歌全曲（広い河の岸辺） 

   3月11日には（花は咲く）をふたたび歌いました 

 ３ 間違って覚えていた曲などは正しく直してくださいます                 

 ４ 先生は、現在音楽大学で教師を目指す学生を教えていられるので若い人たちの話題も豊富で大変面白い 皆若返る 

 ５ 年末 新年会に向けてカラオケ用の曲（得意でない人がうまく歌える選曲の秘訣等）助かります 

 ６ 一人では絶対歌いません、声が出なくても大丈夫そのうち出てきます先生の明るいお人柄で教室はいつも笑い声が絶えません 

   皆、年齢とともに笑わなくなりますが歌おう会に入って歌の勉強しながら笑ったら如何でしょうか 

   現在の会員も皆様の入会を心から歓迎いたします   会場は1丁目町内会館 

 連絡先 飯田（１．2丁目）８２２－４８６０  鈴木（3丁目）８２４－２４６７ 

     原田（3丁目）８２４－２４１３    神庭（3丁目）８２４－１２６６ 

     松本（４丁目）８２２－０７７７    藤枝（５丁目）８２６－０４３１ 

     佐藤（５丁目）８５２－３２５０    大熊（６丁目）８２４－５２３３ 

         上記以外の知人でも結構です 

mailto:csc_taka@yahoo.co.jp


 

広報さかもと 2014年 9 月号 Ｖｏｌ－45 

①  

 

 

地元業者ならではの「信頼を大切に！」をモットーに頑張っておりま

す。 

塗装・リフォームのことならおまかせ下さい。お気軽に無料見積もり 

お申し付け下さい。 

横須賀市坂本町 6丁目 30番地 TEL 046-801-1250 

代表 秋本利晴 
携帯 080-5465-9324 

080*5465*9324 

2015年 4 月号 Ｖｏｌ－52 

          家族葬ホール  /  保冷安置室完備 

㈲  横 須 賀 博 善 社  
坂本中央プリエールホール 

坂本町６-１６（中央斎場入口） 
   ２４時間受付フリーダイヤル ０１２０-６０-２０８９ 

TEL ８２２－２０８９ FAX ８２２－２６２５ 

http://www.yokosukahakuzensha.jp/ 

 
 

 

 
 

 

「日本人と桜」       

【４月の祭事】 

サクラの名は、農作の神様である作神（サクガミ）の【サ】と、御坐（ミクラ＝坐す処）の【クラ】が合わさって

できたそうです。農村部では、山桜の開花に合わせて農耕を始めるため、開花は作神からの“知らせ”とされてい

ました。大樹は【田植え桜】【種まき桜】と呼ばれ、人々はこの樹の下に集い、豊作を祈りながら酒を手向けて祭

りました。これが、花見の始まりといわれています。 

奈良時代になると、「桜は、木花咲耶姫（コノハナサクヤヒメ＝繁栄の神）が転じたものである」と、いわれるよ

うになりました。貴族たちは、屋敷や都の往来に多くの山桜を植え、雅やかな花見の宴を開きました。しかし、栄

華を極めた貴族の時代も平家の滅亡により終りを告げます。華やかに群れ咲く桜のようであった平家一門の没落

と、桜の散るとともに逝ってしまわれた幼い安徳天皇を偲び悼みながら、人々は桜に世の儚さや諸行無常を重ねて

見たことでしょう。  

そして鎌倉幕府が開かれ、武士の時代が始まります。諸国の大名たちは、かつての貴族のような豪華な花見の宴を

楽しみました。そのなかでも、豊臣秀吉が醍醐寺に 700 本の桜を植えさせて催した【醍醐の花見】は特に有名で

す。 

江戸時代には、河川の整備にともない桜の植樹が進みました。各地に桜の名所ができ、この頃から庶民の間でも花

見を楽しむ風習が生まれました。江戸中期頃になると、武士たちは「桜の散り際の見事さに、武士の死に際の潔さ」

を重ねて想うようになります。江戸後期頃の国学者・本居宣長は、「敷島の 大和心を 人とはば 朝日に匂う 山桜

花」と、桜は大和心（＝日本人の精神）の象徴であると詠っています。やがて、動乱の幕末を経て、明治維新が成

ります。 

桜を日本人の精神の象徴とする思想は、明治政府や大日本帝国軍に受け継がれ、桜を模した階級章などが作られま

した。神社・学校・兵舎・役所などの公共施設には、精神美の象徴として、多くの桜が植えられました。また、靖

国神社をはじめ全国の護国神社にも、戦没者の追悼および英霊を祀るために桜が奉納されました。そして桜は、神

仏の加護や除災を願う護符となったのです。 

昭和になって、日本は日中戦争・第二次世界大戦を戦います。20 年春、戦況が悪化し続ける最中、戦地に赴く若

者たちに贈られた桜は、万感の想いをこめた惜別の花でした。 

戦後 10 年を経て、日本の高度経済成長が始まります。この頃には、各地の桜の名所は再現され、今様の花見スタ

イルが生まれ、定着していきました。そして、東京オリンピック・大阪万博を成功させ、めざましい発展を遂げた

日本。当時の贅沢で盛大な花見は、経済大国の証のようでした。   

しかし、平成となって間もなく、バブル崩壊が始まります。７年には、阪神淡路大震災が発生し、多くの命が失わ

れ、日本中が深い悲しみにくれました。傷ついた人々の心を癒し励ますメッセージを込めた“桜ソング”が歌われ

るようになったのは、この頃からです。「仲間を信じ、明るい未来を信じ、夢や希望がきっと叶うように」と満開

の桜に祈りを込めた詩は、これからも歌い継がれてゆくことでしょう。 

４年前の３月 11 日に起きた東日本大震災は、東北地方を中心に、戦後最大規模の被害をもたらし、日本中が再び

大きな悲しみに包まれました。しかし、先の震災での教訓を得た数多の人々が、速やかに復興支援活動を開始しま

した。【桜プロジェクト】All For One = One For All もその１つです。 

「桜でつながる日本の絆」をスローガンに、【桜】を希望と復興のシンボルとして、桜柄のシャツなどを販売して

います。その収益金を「義援金」および「桜の苗木の育成」に代えていくのです。育てた苗木は、被災地の緑化の

ためと、全国の公園や街路樹として植樹されていきます。これらの苗木が大きく育ち見事な花を咲かせる時、東北

の街は真に復興をとげ、強い絆で結ばれた日本中の人々に、笑顔の花が咲いていますようにと、心より祈るばかり

です。 

                                     大六天神社 

４月１１日（土）「坂本公園八重桜 お花見の会」 開催 

午前 11時より  坂本公園にて 

    坂中吹奏楽部 演奏 

    坂本歌おう会 合唱 

    バザー  飲食売店 

  フォトコンテスト作品募集 
 

*詳しくは同時配布のパンフレットをご覧下さい  


